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議案質疑議案質疑

◆
西
武
鉄
道
新
宿
線
入
曽
駅
に
お

け
る
東
西
自
由
通
路
等
の
整
備

及
び
橋
上
駅
舎
化
に
伴
う
鉄
道

施
設
の
改
良
工
事
に
関
す
る
施

行
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

Ｑ　

特
命
随
意
契
約
と
は
、ど

の
よ
う
な
手
法
な
の
か
。　

Ａ　

一
般
的
な
競
争
入
札
の
方

法
に
よ
ら
な
い
で
、任
意
に
選

定
し
た
特
定
の
相
手
方
と
契
約

を
締
結
す
る
随
意
契
約
の
う
ち
、

特
定
の
１
社
の
み
を
選
定
し
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、東
西
自
由
通
路
の
整

備
が
鉄
道
施
設
の
改
良
と
密
接

に
関
わ
り
の
あ
る
工
事
で
あ
り
、

そ
の
施
工
に
際
し
、西
武
鉄
道

株
式
会
社
は
鉄
道
の
軌
道
敷
上

の
工
事
と
い
う
一
般
化
さ
れ
て

い
な
い
業
務
に
対
す
る
技
術
、

経
験
、能
力
な
ど
を
有
す
る
と

判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、特
命

随
意
契
約
に
よ
り
協
定
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

45
億
４
千
３
４
０
万
円
の

協
定
額
の
内
訳
は
。　

Ａ　

東
西
自
由
通
路
及
び
橋
上

駅
舎
の
整
備
費
並
び
に
既
存
施

設
の
撤
去
な
ど
の
工
事
費
が

42
億
６
千
９
０
０
万
円
、東
西

自
由
通
路
の
整
備
費
に
対
す
る

事
務
費
に
８
千
万
円
、消
費
税

１
億
９
千
４
４
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

東
西
自
由
通
路
及
び
橋
上

駅
舎
の
整
備
費
並
び
に
既
存
施

設
の
撤
去
な
ど
の
工
事
費
の
内

訳
と
市
の
負
担
分
は
。　

Ａ　

橋
上
駅
舎
整
備
及
び
既
存

施
設
の
撤
去
な
ど
の
工
事
費
が

約
23
億
６
千
２
０
０
万
円
、東

西
自
由
通
路
の
工
事
費
が
約
19

億
７
千
万
円
で
合
計
約
42
億
６

千
９
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

国
の
補
助
金
が
現
段
階
で
約

４
億
８
千
万
円
で
あ
り
、残
り
約

37
億
８
千
９
０
０
万
円
が
市
の

負
担
分
と
な
る
が
、都
市
基
盤

整
備
基
金
や
地
方
債
の
活
用
、

今
回
の
事
業
費
の
増
額
に
伴
う

補
助
金
の
追
加
要
望
を
行
う
な

ど
、引
き
続
き
、負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
く
。

◆
手
話
言
語
条
例

Ｑ　

条
例
の
提
案
に
至
っ
た
経

緯
は
。

Ａ　

平
成
18
年
に
国
際
連
合
で

採
択
さ
れ
た「
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
条
約
」で
、手
話
が
言

語
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、

国
内
で
は
平
成
23
年
の「
障
害

者
基
本
法
」改
正
に
よ
り
手
話

が
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。そ
の
後
、平
成
28

年
に
は「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
施
行
さ
れ
、手
話
に
対
す
る

理
解
と
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、本
市
に
対
し
聴
覚
障

害
者
の
会
か
ら
も
要
望
が
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、提
案
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、令
和
５
年
度
予
算
な
ど
、市
長
提
出
議
案
28
議
案
と
委
員
会

提
出
議
案
２
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
を
除
く
20
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意

し
ま
し
た
。

（
採
決
の
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
）

Ｑ　

手
話
を
使
用
し
や
す
い
環

境
を
醸
成
し
、全
て
の
市
民
が

共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ま
ず
は
、手
話
が
言
語
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
重
点
を
置

き
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
さ

や
ま
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
周
知
に
努
め
る
。こ
の
う
ち

ポ
ス
タ
ー
は
、市
と
聴
覚
障
害

者
の
会
、手
話
サ
ー
ク
ル
が
協

働
で
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い

る
。

　

ま
た
、公

民
館
事
業
で

初
心
者
向
け

の
手
話
教
室

を
実
施
し
て

い
く
。

◆
こ
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一

部
改
正

Ｑ　

こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対

象
を
18
歳
に
達
し
た
日
の
属
す

る
年
度
の
末
日
ま
で
に
拡
大
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、対
象
者
数

と
予
算
額
の
増
加
見
込
み
は
。

Ａ　

支
給
対
象
児
童
者
数
は

３
千
人
程
度
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
10
月
診
療
分
か

ら
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
こ
と

か
ら
、５
年
度
は
４
か
月
分
で

２
千
４
０
０
万
円
程
度
、年
間

で
は
７
千
２
０
０
万
円
程
度
増

加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

３月定例会
2月22日～3月17日

◆
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ

広
瀬
保
育
所
分
園
の
廃
止

に
伴
い
、本
園
の
１
、２
歳
児
の

定
員
が
減
少
と
な
る
が
、問
題

は
な
い
の
か
。

Ａ　

現
在
の
定
員
は
分
園
13
名

と
本
園
62
名
の
合
計
75
名
で
あ
る
。

　

廃
止
に
伴
う
本
園
の
統
合
で

は
、面
積
基
準
に
よ
り
１
歳
児

２
名
と
２
歳
児
３
名
の
合
計
５

名
の
定
員
が
減
少
と
な
る
。

　

し
か
し
、分
園
が
所
在
す
る

柏
原
・
水
富
区
域
に
は
、令
和
５

年
４
月
に
定
員
90
名
の
認
可
保

育
所
を
開
所
す
る
予
定
で
あ
り
、

１
歳
児
と
２
歳
児
の
定
員
は
そ

れ
ぞ
れ
14
名
と
な
る
こ
と
か
ら
、

区
域
の
保
育
需
要
に
は
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ

新
設
さ
れ
る
入
曽
駅
西
口

自
転
車
駐
車
場
の
収
容
台
数
や

駅
か
ら
の
距
離
は
。

Ａ　

自
転
車
駐
車
場
は
、南
入

曽
地
内
の
入
曽
第
七
区
自
治
会

館
の
南
側
に
新
設
し
、収
容
台

数
は
約
８
０
０
台
、距
離
は
、現

在
の
入
曽
駅
西
口
改
札
口
か
ら

約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、徒
歩

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に

　
　
　
　

令
和
５
年
度
予
算
が
成
立

令
和
５
年
度
予
算
が
成
立

主
な
議
案
審
議

５
分
の
距
離
で
あ
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

（
専
決
処
分
）

Ｑ

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

の
伴
走
型
相
談
支
援
事
業
を
こ

の
時
期
に
開
始
す
る
理
由
は
、

ま
た
、目
的
と
内
容
は
。

Ａ　

本
事
業
は
令
和
４
年
12
月
、

国
の
令
和
４
年
度
第
二
次
補
正

予
算
の
成
立
に
よ
り
創
設
さ
れ

た
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

目
的
と
内
容
は
、全
て
の
妊

婦
が
安
心
し
て
出
産
、子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、保
健
師
な
ど
に
よ
り
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て

相
談
で
き
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
、出
産
と
子
育
て
応
援
金
を

支
給
す
る
経
済
支
援
な
ど
を
一

体
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
提
出
議
案

◆
狭
山
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例《
可
決
》

提
出
委
員
会　
議
会
運
営
委
員
会

◆
狭
山
市
議
会
議
員
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
根
絶
に
関
す
る
決
議

《
可
決
》

提
出
委
員
会　
総
務
経
済
委
員
会

詳
細
は
15
ペ
ー
ジ

用
に
よ
る
効
果
が
高
く
、事
業

期
間
を
長
期
と
す
る
こ
と
で
更

新
事
業
に
係
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
図
れ
る
こ
と
、ま
た
、現
在
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
管
理
状

況
が
良
好
で
あ
り
、そ
の
ま
ま

継
続
利
用
す
る
の
が
望
ま
し
く
、

持
続
可
能
な
体
制
を
維
持
で
き

る
手
法
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
、

包
括
委
託
方
式
が
最
も
優
れ
て

い
る
と
い
う
結
論
と
な
り
、選

択
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

入
間
中
学
校
跡
地
に
予
定

の
入
曽
地
区
子
育
て
支
援
拠
点

の
建
設
に
関
し
て
、施
設
整
備

を
担
う
構
成
企
業
が
２
回
辞
退

し
て
い
る
が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

影
響
は
出
て
い
る
の
か
。

Ａ　

木
材
調
達
が
不
透
明
な
状

況
と
な
り
、事
業
者
と
の
協
議

に
時
間
を
要
し
た
こ
と
や
施
設

の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
必

要
な
地
盤
改
良
工
事
に
期
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、令
和
５

年
４
月
の
開
所
予
定
を
令
和
６

年
１
月
に
変
更
し
た
も
の
で
あ

り
、構
成
企
業
の
辞
退
に
よ
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
生
じ

て
い
な
い
。

Ｑ　

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
給
付
金
の
内
容

と
市
民
へ
の
利
用
促
進
方
策
は
。

Ａ　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

と
し
て
、よ
り
よ
い
条
件
で
の
就

職
や
転
職
に
つ
な
が
る
高
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
の
た

め
の
受
講
費
用
に
つ
い
て
、開

始
時
に
受
講
費
用
の
３
割
、修
了

時
に
１
割
、合
格
時
に
２
割
を
補

助
す
る
も
の
で
、補
助
限
度
額
は

15
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

母
子・父
子
自
立
支
援
員
な
ど

が
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
に
応
じ

る
中
で
、相
談
者
の
状
況
に
よ
り

提
示
し
、利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
。

令
和
５
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

歳
入
歳
出

４
９
５
億
１
千
６
０
０
万
円

Ｑ　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
の
市
民
の
平
均
所

得
金
額
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

Ａ　

個
人
市
民
税
の
５
年
度
課

税
に
お
け
る
納
税
義
務
者
１
人

当
た
り
の
平
均
所
得
金
額
は
、

約
３
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
に
お
け
る
維
持
管
理
運

営
長
期
包
括
事
業
の
内
容
と
そ

の
制
度
を
選
択
し
た
理
由
は
。

Ａ　

維
持
管
理
運
営
長
期
包
括

事
業
は
、現
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
同
様

に
、民
間
事
業
者
の
技
術
的
能

力
、創
意
工
夫
な
ど
を
活
用
し
、

施
設
の
継
続
利
用
を
踏
ま
え
た

調
理
、運
営
及
び
維
持
管
理
を

包
括
的
に
行
う
方
式
で
あ
る
。

　

施
設
の
維
持
管
理
及
び
調
理

運
営
業
務
は
、民
間
活
力
の
活




